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自然科学・工学関連の賞を網羅

●2008～2012年までの自然科学・工学分野の賞
を網羅した賞の事典です。「日本化学会女性化
学者奨励賞」「日本ロボット学会功労賞」など前版
刊行以降に新設された210賞も含め、理学・工
学分野の賞（428賞）と医学・薬学・農学・総合
領域分野の賞（406賞）を2分冊に収録しました。

5年間の受賞者と受賞理由を記載

●各賞には由来・趣旨、選考方法・基準、賞金、
主催者など賞の概略および、各年度ごとの受
賞者・受賞理由を記載しています。

●「主催者索引」「受賞者名索引」付き。

新設210賞を含む834賞の全貌がわかる

日外アソシエーツ 編

9784816924200

9784816924217

●前版以降の新設54賞を含む688賞収録

最新 科学賞事典 2003-2007
A5・1,080頁　定価（本体19,800円＋税）　978-4-8169-2085-1　2008.1刊

好評既刊



377　日本地震学会論文賞
優れた論文により地震学に重要な貢献をした功績を称えるため,著者に贈る賞として，2003
年に論文賞が創設された。【主催者】（公社）日本地震学会【選考委員】非公開【選考方法】
推薦。論文賞選考委員会が，推薦された全論文について審議し，受賞候補論文を理事会に推
薦する。選考委員会から推薦された候補論文について理事会が審議し，3 件以内の受賞者を
決定する。【選考基準】原則として授賞年度の前年度の 3 月 31 日から遡って 2 年以内に，学
会誌「地震」，欧文学術誌「Earth,Planets　and　Space」に発表された原著論文（レビュー
論文は除く）の内 , 論文の重要性が特に顕著であると認められた論文。【締切・発表】平成
24 年度募集期間 : 平成 24 年 9 月 10 日～平成 25 年 1 月 31 日。発表 : 平成 25 年 4 月。贈呈式 :
平成 25 年 5 月【賞・賞金】賞状及び副賞（メダル）【連絡先】〒 113-0033　東京都＊＊＊
区＊＊＊＊＊＊　東京＊＊＊＊　公益社団法人　日本地震学会【TEL】03-＊＊＊-＊＊【FAX】
03- ＊＊＊ - ＊＊＊【E-mail】＊＊＊＊ @tokyo.email.ne.jp【URL】http://www.zisin.jp/
＜受賞者＞

（平15年）� 永井理子，菊地正幸，山中佳子「三陸沖における再来大地震の震源過程の比較研究
―1968年十勝沖地震と1994年三陸はるか沖地震の比較―」〔地震（第2輯）第54
巻，第2号，267-280〕

� 濱田信生，吉川一光，西脇誠,阿部正雄,草野富二雄「1923年関東地震の余震活動の
総合的調査」〔地震（第2輯）第54巻，第2号,251-265〕

（平16年）� Makiko　Yamauchi,Kazuro　Hirahara,Takuo　Shibutani「High　resokution　
receiver　function　imaging　of　the　seismic　velocity　discontinuities　in　
the　crust　and　the　uppermost　manntle　beneath　southwest　Japan」
〔Earth　Planets　Space,Vol.　55（No.1）,pp.59-64,2003.〕

（平22年）� 水藤尚，小沢慎三郎「東海地方の非定常地殻変動―東海スロースリップと2004
年紀伊半島南東沖の地震の余効変動―」（地震（第2輯）,第61巻,第3号,113-
135）

� Yoshihiro　Matsumoto,Tadashi　Ishikawa,Masayuki　Fujita,Mariko　
Sato,Hiroaki　Saito,Masashi　Mochizuki,Tetsuichiro　Yabuki,Akira　Asada
「Weak　interplate　coupling　beneath　the　subduction　zone　off　
Fukushima,NE　Japan,inferred　from　GPS/acoustic　seafloor　geodetic　
observation」〔Earth　Planets　Space,Vol.　60,e9-e12,2008〕

（平23年）� Takuto　Maeda,Kazushige　Obara,Yohei　Yukutake「Seismic　velocity　
decrease　and　recovery　related　to　earthquake　swarms　in　a　
geothermal　area」〔Earth,Planets　and　Space,62,685-691,2010〕

� 加納将行，宮崎真一，伊藤耕介，平原和朗「余効すべり人工データを用いたア
ジョイント法による摩擦パラメータ・初期値の推定」〔地震　第2輯,第63巻,
第2号,57-69,2010〕

367　野口英世アフリカ賞
野口博士の志を引き継ぎ，アフリカのための医学研究・医療活動それぞれの分野において顕
著な功績を挙げた方々を顕彰し，アフリカに住む人々，ひいては人類全体の保健と福祉の向
上を図ることを目的とする。5 年ごとに日本で開催されるアフリカ開発会議（TICAD）の機
会に，授与する。第 1 回授賞式は，2008 年 5 月 28 日（TICAD　IV　の初日）に横浜で行わ
た。第 2 回授賞式は，2013 年 6 月 1 日に横浜で行われる予定である。【主催者】内閣府【選
考委員】「野口英世アフリカ賞」委員会（50 音順）安西祐一郎（日本学術振興会理事長），尾
身茂（名誉 WHO 西太平洋地域事務局長），黒川清（政策研究大学院大学教授），杉村隆（日
本学士院幹事），　添一郎（野口英世記念会会長），横倉義武（日本医師会会長），米倉弘昌（日
本経済団体連合会会長），渡邉治雄（国立感染症研究所所長），Awa　M.　Coll-Seck（セネ
ガル保健・社会活動大臣（セネガル，女性）），Laurie　Garrett（外交問題評議会シニア・フェ
ロー（米，女性）），Tore　Godal（ノルウェー首相特別補佐官（ノルウェー）），Marc　
Tessier-Lavigne（ロックフェラー大学学長（加）），Mark　Walport（ウェルカム・トラスト
理事長（英））【選考方法】野口英世アフリカ賞は，1: 医学研究，2: 医療活動の 2 つが受賞対
象分野である。国内外の推薦を受けた者の中から，医学研究分野については独立行政法人日
本学術振興会に設けられる医学研究分野推薦委員会が，医療活動分野については世界保健機
関アフリカ地域事務局（WHO/AFRO）に設けられる医療活動分野推薦委員会が，それぞれ
の分野の受賞候補者を最大 3 名まで絞り込み，内閣府に設けられる野口英世アフリカ賞委員
会が，最終候補者を選考する。最終的には内閣総理大臣が，野口英世アフリカ賞委員会の推
挙に基づき，授賞者を決定。【選考基準】〔対象〕アフリカでの感染症等の疾病対策のため，
アフリカの医学研究分野又は医療活動分野において顕著な功績を遂げた者。〔資格〕国籍・
年齢・性別については , 問わない。生存者に限る。【締切・発表】第 2 回野口英世アフリカ賞
の場合 , 推薦受付締切 /2012 年 7 月 31 日　発表 /2013 年 3 月 13 日【賞・賞金】賞金は医学
研究分野，医療活動分野それぞれの受賞者に対し 1 億円を授与。政府の資金に加え，

＜受賞者＞
第1回（平20年）
◇医学研究分野�ブライアン・グリーウッド（ロンドン大学衛生熱帯医学校大学院教授）“アフリカ

で30年以上にわたりマラリアをはじめとする感染症の免疫病理学，疫学，人類
学，行動学等に及ぶ多角的研究と実践対策に功績"

◇医療活動分野�ミリアム・K・ウェレ（ケニア国家エイズ対策委員会（NACC）委員長）“過去40
年間，生涯をアフリカに住む人々,特に女性と子どもの保健と福祉の向上と，コ
ミュニティにおける基礎医療サービスの提供に尽力"

第2回（平25年）
◇医学研究分野�ピーター・ピオット（ロンドン大学衛生・熱帯医学大学院学長）“常に活動の拠点

をアフリカに置き，HIV/エイズとエボラ出血熱をはじめとして，アフリカ大陸の
多くの地域に存在する疾病についての中心的な研究を行った"

◇医療活動分野�アレックス・G・コウティーニョ（マケレレ大学感染症研究所所長）“HIV感染者
の7割が住むアフリカにおいて感染者が治療を受ける機会を増やす先駆的な活動を
行った。アフリカで長く活動を続けているHIV感染者支援団体であるTASOと共に
現場で活動し，HIV/エイズの予防，治療・ケアの仕組みを構築し，アフリカで広
く適用できるモデルとして普及させた"

最近5年間の
受賞者と受賞理由

賞の概要
　由来・趣旨、
　選考方法・選考基準、　　
　賞金、主催者・連絡先など


